
保険業における起因物なしを起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
14～

15

お客様のご自宅に訪問し、帰りの際に立ち上がって、足が痺れていたため歩き出し

たら転倒し、足を骨折してしまった。
33

30

～

49

1
11～

12

自席にて外出準備を終え、カバン等を持って、外へ向かう途中に、事務所内で右足

を捻ってしまった。 その直後に痛みがあったため、入口近くのイスにて休憩し

た。 発生現場には、特に障害物はなかった。

52

100

～

299

2 14~15

お客様宅を退出する際の事故である。 1時間程正座をし立ち上がって一歩踏み出し

たところ、バランスを崩し転倒した。 足が痺れて感覚がなかった。 右第五中足骨

骨折、左足首捻挫、両くるぶしの筋の痛み。

31

30

～

49

3 11~12 お客様宅で正座して立ち上がった際に転倒し受傷した。 30

30

～

49

5
10～

11

営業所内のレイアウト変更のため自席の机を持ち上げて運んでいる途中に腰をひ

ねった。 当初はぎっくり腰と診断されたが、激痛が残り、後日に圧迫骨折と診断

された。

60

10

～

29

5
14～

15

お客様主催のバレーボール大会に接待で出場した。 体育館内での試合に出場中に

レシーブをしようと踏み込んだところ、アキレス腱を断裂した。
46

30

～

49

7 11~12
お客様宅へバスで訪問途中に営業所で乗り換えのためバスを降りようと立ち上った

ところ左足を捻ってしまい受傷してしまった。
69

50

～



99

9
12～

13

1時間ほど正座していたため足が痺れて感覚がなく、玄関で靴をはこうとしたとこ

ろバランスを崩し、右足首を捻って転倒した。 右足首捻挫、右足小指からかかと

の間にある骨にヒビが入った。

30

500

～

999

9
10～

11

代理店を訪問し、接客ブースで打ち合わせをおこなっていた際、資料を取るために

腰をひねったところ、急激な痛みが発生して動けない状態となり負傷した。
33

50

～

99

10
16～

17

お客様宅から退出する際の事故。 お宅の駐車場に停めた車に向かうため、門扉を

閉めて体の向きを変え歩き出そうとしたところ、バランスを崩して右足を捻った。

当日は痛みがあり、湿布で冷やしたりサポーターをして様子を見ていた。 業務が

忙しく受診できずにいたが、痛みが増してきた。 右足首捻挫。

57

10

～

29

11
11～

12

足が痛い状態が続き、年末あたりから動くことが多く、かなりの量を歩き、足は痛

かったが筋肉痛と思い放置した。 年末に歩行困難な状況となり、診察してもらっ

た。

52

500

～

999

12 16~17 お客様宅を訪問後、玄関から外に出た際に転倒し、骨折した。 51

30

～

49

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)
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